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課題解決における既有知識の使用に及ぼす大学教育の影響
―「誘導法」による分析―

○工藤与志文（東北大学） 進藤聡彦（放送大学）
佐藤誠子（石巻専修大学）
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問題と目的

「誘導法」とは，課題解決に必要な知識をヒン

トとして含む発問を段階的に与えることによっ

て，学習者の推論を解決への筋道に誘導し，そこ

での回答の変化や反応を分析する方法である（工

藤・佐藤・進藤， ）。あらかじめ設定された

ヒントが一定の順序で与えられるという条件であ

るため，解決に必要な知識を持っているか否か，

あるいは解決に使えることに気づくか否かといっ

た要因の影響を排除した上で，課題解決における

既有知識の使用状況を分析できるという利点があ

る。本研究は，大学生であれば解決に必要な知識

を持っていると想定されるタイプの課題を用意

し，その解決過程を誘導法によって分析すること

により，課題解決における既有知識の使用状況と

大学教育との関連を検討することを目的とする。

方 法

調査対象者と実施時期

Ａ大学の 年生 名である。学生の学部は医

学系 名，農学系 名，社会系 名，工学系

名である。実施時期は 年 月であり，大

学教育をほぼ 年間受けた段階といえる。

課題

塩素系と酸素系洗剤を混ぜると危険であるとい

うことについて，どの器官にどのような影響を及

ぼすか予想するという課題である。「正答」は塩

素ガスが発生し，それが体内の水分と反応して塩

酸と次亜塩素酸が生成され，それらが呼吸器等に

炎症を起こすというものである。有毒ガスによる

呼吸器等の障害のメカニズムはあまり知られてい

ないと予想されるが，メカニズムそのものは単純

な化学式で表現でき，高校までで学習する化学の

知識で十分理解可能であると考えられる。

発問系列

誘導法を採用し，以下の発問系列を作成した。

塩素系と酸素系の洗剤を混ぜると身体のど

の器官にどういう影響を及ぼすか。

漂白剤を混ぜると塩素ガスが発生する。こ

れをヒントに問１にあらためて答えよ。

塩素ガスは水と反応して塩酸が生成される

（ → ）。これをヒント

に問１にあらためて答えよ。

人体の約 ％は水でできているといわれる

ように，水分は人体のいたるところに含ま

れている。これをヒントに問１にあらため

て答えよ。

塩素ガスによって肺がダメージを受けるこ

とが知られている。これまでのことを手が

かりにして，なぜ肺がダメージを受けるの

か説明せよ。

手続き

各発問と回答欄が系列順に記載されたプリント

を配布した。さらに，パワーポイントで発問を一

つずつ系列順に提示し，発問ごとに一斉に回答す

るよう求めた。

結果と考察

「塩素ガスと水の化学反応」による説明にどの時

点で到ったかを分析の観点とした。問１の段階で

この点に言及していた 名を除いて，学部ごとの

分析を行った。

「化学反応による説明」ができた人

の累積百分率

問２のヒントはいずれにも効果がなかった。問

３で化学式のヒントを与えられると，医学系と農

学系の学生では化学反応による説明ができた者の

割合が急増したが，同じ理系である工学系の学生

は，社会系と同様低い増加率にとどまった。工学

系・社会系ともに問４では上昇をみせるが，問５

での工学系は社会系よりも低い ％台にとどま

った。このような理系学部間の違いが，高校まで

の理科教育の違いによって説明できないとすれば，

知識の使用状況の違いは大学教育（生体内の化学

反応等）の影響と考えることができる。これらの

結果は，「知っていれば使える」という転移観をあ

らためて否定するものであり，使用を促進する別

種の知識や経験が必要であることを示唆している。
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日本の心理学・教育学における創造性研究の計量書誌学的分析
― 年から 年までの書誌情報をもとに―

楠見友輔（立教大学・日本学術振興会）

キーワード：創造性，計量書誌学的分析，心理学・教育学

問題と目的

創造性は，独創性と有効性を基本的な特徴とし

（ ）， 世紀半ばから心理

学において本格的に議論されてきた概念である

（ ）。

（ ）は， 年代までの国際的な創造

性研究が，パーソナリティ研究，認知研究，創造

性を刺激する方法研究，の 点からなされ，

年代以降には個人の能力としてではなく社会文化

的な概念として捉えられるようになったことを指

摘している。このような創造性研究の発展に対し

て，日本では 年代末まで殆ど創造性に関す

る研究がなされていなかったことが指摘されてい

る（孫・井上 ）。本研究では， 世紀末以

降のわが国における心理学・教育学における創造

性研究の展開を計量書誌学的に探る。

方 法

計量書誌学的方法は文献の書誌情報を定量的に

分析することで，特定の研究分野の動向を探る方

法である（高橋・成田 ）。Hernández

（ ）は， に登録さ

れている 年から 年までの国際学会誌に

掲載された創造性に関する研究の動向を分析し，

創造性研究は論文数と被引用文献数ともに

年を境に指数関数的に増加していることを示して

いる。論文数の急速な増加は，その研究領域が成

熟に至る発展途上にあることを示す（

）。本研究では， ら（ ）の研

究と比較し，日本の創造性研究の動向を考察する。

において「論文タイトル 抄録 キ

ーワード＝創造」，「資料種別＝ジャーナル」，「言

語＝日本語」，「査読有無＝査読あり」，「発行年＝

」，「分野＝心理学・教育学」を条件とし

て論文検索し，ヒットした 件の論文のタイト

ル，著者，出版年，雑誌名，被引用文献データを

抽出した。このうち，人間の認知機能としての創

造性とは異なる用法で創造が用いられている論文

（「文化創造」など）や，研究領域が教育学・心理

学と明らかに異なっている論文を除外した。

第一に， 年から 年に出版された創造

性に関する論文数と被引用文献数の推移を図示し

た。第二に，論文数または被引用文献数が上位

位の雑誌（主要誌）を抽出し，掲載された論文の

被引用数（自雑誌 他雑誌），自己引用数（論文に

含まれる著者による被引用数）を分析した。

結果と考察

対象となった論文は 件であり， 件に被引

用文献データが存在した。雑誌数は 種であっ

た。論文数と被引用文献数の推移は の

通りである。論文数は 年代末から多くの年

で 件を超えるようになり，最大は 年の

件であった。被引用文献数は 年代以降に増

加が見られ，最大は 年の 件であった。

主要 誌における論文数，被引用数は の

通りである。全雑誌において論文の自己引用や自

雑誌における引用が 以上であることは，日本

における創造性研究が少数の研究者や研究者グル

ープによって推進されていることを示している。

このことと，論文数の漸次的な増加が見られない

ことから（ ），日本における創造性研究の

発展は，研究フレーム形成する初期段階にあると

いえる（ ）。

が日本の学術雑誌を網羅的に登録して

いないこと，被引用文献が登録されていない雑誌

が存在すること，近年出版された論文が登録され

ていないことから，本結果は国内の創造性研究の

傾向を網羅的に示しているわけではない。今後は

に登録されていない情報を踏まえた研究

や，共引用，著者ネットワーク等の分析を通した

創造性研究の動向の包括的な検討が求められる。

１ 論文数と被引用文献数の推移

１ 主要 誌における論文数，被引用数
論文数 被引用数 自：他 自己引用

『認知科学』 65：48

『美術教育学・美術家教育学会誌』

『デザイン学研究』 16：5

『数学教育学研究 : 全国数学教育学会誌』

『科学教育研究』 5：4

『教育心理学研究』 4：8
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